






















































を適用し，ひずみ速度10-３ ～１０２ ● Ｓ－１ ，
撚り数は11.ｌＴｅｘの糸で200ｔ／ｍにて
数値計算を行い，応力一ひずみ挙動を子
想する結果を得た。
繊維機械学会誌の
６月号，１１月号に
発表。
研究題目 研究進行状況 備考
アルカリ土類化合物蛍光体の
研究
秀れた蛍光体であるCa2B509Cl：Ｅｕ２＋
をほう酸カルシウム，ほう酸及び塩化力
ルシウムを出発原料として窒素ガス中で
合成した上，その蛍光特`性について調べ
た。この材料は室温でＸ線や紫外線を照
射すると450nｍ付近を中心とする発光
を生じ，この発光はＥｕ2+イオン内の電
子遷移によるものであり，発光強度は
Ｅｕ２＋ 濃度と深く関わっている。この発
光強度の温度変化をＸ線と紫外線の場
合について測定し，発光のメカニズムを
検討した。
平成３年１０月応用
物理学会で発表
２．今後の研究の展望
本研究室では，各種高分子材料，無機材料の開発ならびに機能評価，繊維材料の構造と性質
について，基礎的研究を進めている。
フェノール樹脂は成型材料，電子材料として広く実用化されているが，この点について「プ
ラスチック事典」朝倉書店（近刊）に執筆した。フェノール樹脂の高`性能化に対してポリマー
の分子量制御が重要であるとの認識に立ち，引続き研究を推進する。さらに，異種ポリマーと
のIPN化（相互網目侵入）に基づく複合材料の開発を，新たなテーマとしたい。
複合材料等に用いられる繊維の機械的性質の一つとして,疲労機構についての研究を進める。
定応力，定ひずみ疲労のデータを，汎用合成繊維，高強度高弾`性繊維について求め，ＳＥＭによ
る破断面の観察を加えて，繊維構造と疲労破壊の機構を解明する。また繊維の集合構造として
の糸の機械的性質を，繊維物性から特定する手法を求める。これらの研究テーマを，機械シス
テム・機械設計講座の協力において進める予定である。
アルカリハライド結晶およびアルカリ土類化合物の薄膜については，ＴＬおよびＴＳＥＥを測
定し，膜厚によるグロー曲線および発光のスペクトルの変化について調べていきたい。
３．材料開発研究室設備品等の共同利用について
本研究室では，工学部共通備品の走査電子顕微鏡（島津ＡＳＭ－ＳＸ，波長分散およびエネル
ギー分散形Ｘ線分析装置付）を共同利用設備として運用し，利用者の便をはかってきた。
さらに，材料開発研究室の備品である以下の機器についても，利用できるよう利便をはかっ
ており，新材料開発の中核として寄与することを考えている。
（１）超音波顕微鏡（オリンパス，ＶＨ－２）
（２）熱分析装置（理学電機，DSC，ＤＴＡ，ＴＧ）
（３）フーリエ変換赤外分光計（日本分光，ＦＴ／ＩＲ－３）
（４）分析型走査電子顕微鏡（日本電子,ＪＳＭ－２５ＳⅡ,フィリップスＥＤＡＸＰＶ９１００／200
付）
（５）Ｘ線回折装置（島津，ＸＤ－５）
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